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日
本
が
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
に
加
盟
し
て
今

年
で
75
年
を
迎
え
る
。
1
9
5
1
年
７
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平

和
条
約
発
効
前
に
い
ち
早
く
加
盟
し
た
日
本
に
と
っ
て
、
ユ
ネ
ス
コ

は
国
際
社
会
へ
の
復
帰
を
開
く
最
初
の
扉
で
あ
っ
た
。
戦
後
日
本
が

平
和
国
家
と
し
て
歩
み
始
め
る
う
え
で
、「
文
化
を
通
じ
て
平
和
を

築
く
」
と
い
う
理
念
は
象
徴
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な
く
、
国
際
秩
序

の
中
で
自
ら
の
立
ち
位
置
を
定
め
る
基
盤
で
あ
っ
た
。
ユ
ネ
ス
コ
憲

章
前
文
が
掲
げ
る
「
人
の
心
の
中
に
平
和
の
と
り
で
を
築
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
戦
争
の
惨
禍
を
経
験
し
た
創
設
者

た
ち
の
切
実
な
思
い
を
体
現
し
て
い
る
。加
盟
75
周
年
を
迎
え
た
今
、

日
本
は
文
化
を
単
な
る
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
で
は
な
く
安
全
保
障
の
対
象

と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
国
家
戦
略
と
し
て
強
化

す
べ
き
時
を
迎
え
て
い
る
。

物
理
的
破
壊
か
ら
情
報
空
間
へ
文
化
を
巡
る
脅
威
の
質
的
変
容

今
日
、
文
化
を
取
り
巻
く
脅
威
は
、
20
世
紀
型
の
「
物
理
的
破
壊
」

か
ら
、
21
世
紀
型
の
「
情
報
・
認
知
領
域
へ
の
攻
撃
」
へ
と
大
き
く

変
容
し
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
で
は
、
領
土
や
軍
事

拠
点
だ
け
で
な
く
文
化
そ
の
も
の
が
標
的
と
な
り
、
ユ
ネ
ス
コ
が
確

認
し
た
文
化
遺
産
の
損
傷
は
２
０
２
６
年
７
月
時
点
で
5
4
０
件
を

生
成
Ａ
Ｉ
時
代
の
文
化
安
全
保
障
戦
略
を

情
報
空
間
が
戦
場
と
な
る
時
代
。
日
本
文
化
の
書
き
換
え
や
悪
意
あ
る
ナ

ラ
テ
ィ
ブ
に
対
抗
す
る
「
文
化
安
全
保
障
」
戦
略
が
必
要
だ
。

・
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
改
変
は
文
化
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
歪
め
る

・
文
化
の
「
真
正
性
」
保
全
と
規
範
形
成
に
は
国
際
連
携
が
不
可
欠

・
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
論
を
超
え
て
、
日
本
は
「
攻
め
」
の
文
化
外
交
を
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超
え
る
。
文
化
は
国
家
の
記
憶
と
尊
厳
の
象
徴
で
あ
り
、
侵
略
者
に

と
っ
て
そ
の
破
壊
は
相
手
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
弱
体
化
さ
せ
る

手
段
と
な
る
。
文
化
の
破
壊
が
副
次
的
被
害
で
は
な
く
、
戦
略
的
意

図
を
も
っ
た
攻
撃
で
あ
る
こ
と
を
、
人
類
は
歴
史
を
通
じ
て
繰
り
返

し
経
験
し
て
き
た
。

そ
の
典
型
が
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
で
あ
る
。
宗
教

的
・
歴
史
的
価
値
を
持
つ
オ
デ
ー
サ
歴
史
地
区
で
は
、
23
年
７
月
に

世
界
遺
産
の
変
容
大
聖
堂
（Transfiguration Cathedral

）
が
ロ

シ
ア
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
受
け
て
大
破
し
た
。
26
年
６
月
に
は
、
同

じ
く
世
界
遺
産
の
キ
ー
ウ
・
ペ
チ
ェ
ー
ル
シ
ク
大
修
道
院
で
も
生
神

女
就
寝
大
聖
堂
が
攻
撃
を
受
け
屋
根
が
焼
損
し
た
が
、
ロ
シ
ア
側
は

関
与
を
否
定
し
て
い
る
。
ユ
ネ
ス
コ
は
オ
デ
ー
サ
歴
史
地
区
を
危
機

遺
産
と
し
て
緊
急
登
録
し
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
攻
撃
を
強
く
非
難
す
る

こ
と
で
、
国
際
社
会
の
連
帯
を
引
き
寄
せ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
発
揮

し
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
攻
撃
に
よ
る
被
害
が
続
い
て
い
る
。

し
か
し
現
代
の
脅
威
は
、
砲
弾
や
ミ
サ
イ
ル
だ
け
で
は
な
い
。
サ

イ
バ
ー
攻
撃
、
偽
情
報
、
心
理
操
作
、
経
済
圧
力
が
複
合
す
る
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
戦
が
進
行
し
、
情
報
空
間
そ
の
も
の
も
戦
場
と
な
っ
て
い

る
。
占
領
地
域
で
の
教
育
や
歴
史
教
科
書
の
書
き
換
え
、
文
化
財
の

移
動
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
偽
情
報
拡
散
な
ど
、
文
化
的
同
化
と
ナ
ラ
テ
ィ

ブ
操
作
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
情
報
戦
は
文
化
の
脆
弱
性
を
露
呈
さ
せ

て
い
る
。

日
本
は
ア
ニ
メ
、
文
学
、
建
築
、
食
文
化
な
ど
多
様
な
分
野
で
ソ

フ
ト
パ
ワ
ー
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て
き
た
。
ア
ニ
メ
や
コ
ミ
ッ
ク

に
込
め
ら
れ
た
自
己
肯
定
や
他
者
へ
の
思
い
や
り
と
い
っ
た
精
神
性

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
世
界
の
若
い
世
代
が
抱
え
る
孤
立
感
に
静
か
な

回
答
を
与
え
、
国
際
的
な
「
心
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
と
し
て
機

能
し
て
い
る
。
し
か
し
、
文
化
は
そ
れ
を
「
平
時
」
の
ソ
フ
ト
パ
ワ

ー
と
し
て
扱
う
だ
け
で
は
守
り
切
れ
な
い
。
国
内
だ
け
で
約
13
兆
円

規
模
に
達
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
は
、
半
導
体
と
並
ぶ
国
家
的
基
盤

産
業
で
あ
る
。
半
導
体
が
日
本
の
経
済
安
全
保
障
そ
の
も
の
で
あ
る

の
と
同
様
に
、
文
化
も
国
民
の
精
神
的
安
定
と
国
家
の
尊
厳
を
支
え

る
安
全
保
障
資
源
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
文
化
は
平
時
の
ソ
フ
ト
パ

ワ
ー
と
し
て
極
め
て
強
力
で
あ
る
が
、
偽
情
報
や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
攪

乱
に
は
脆
弱
で
あ
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
が
揺
る
が
す
「
文
化
的
真
正
性
」

生
成
Ａ
Ｉ
の
急
速
な
普
及
は
、
文
化
の
真
正
性
を
根
底
か
ら
揺
る

が
し
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
に
よ
る
日
本
文
化
の
無
断
学
習
や
文
脈
を
無
視

し
た
改
変
は
、
知
的
財
産
権
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
文
化
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
そ
の
も
の
を
歪
め
か
ね
な
い
。
デ
ィ
ー
プ
フ
ェ

イ
ク
や
偽
情
報
は
、
日
本
の
記
憶
を
書
き
換
え
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
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の
武
器
に
も
な
る
。

国
際
的
に
も
こ
れ
ら
の
文
化
デ
ー
タ
の
扱
い
を
巡
る
議
論
は
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
欧
州
で
は
Ａ
Ｉ
規
制
法
が
成
立
し
、
文
化
デ

ー
タ
の
透
明
性
確
保
が
求
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
日
本
は
「
広
島
Ａ
Ｉ

プ
ロ
セ
ス
」（
２
０
２
３
年
）を
通
じ
て
国
際
ル
ー
ル
形
成
を
主
導
し

て
き
た
が
、
今
後
は
そ
の
成
果
を
文
化
安
全
保
障
へ
と
結
び
つ
け
る

戦
略
を
自
ら
主
導
し
て
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

文
化
安
全
保
障
の
「
攻
め
」
の
戦
略

文
化
を
守
る
だ
け
で
は
足
り
な
い
。文
化
安
全
保
障
に
は「
守
り
」

に
加
え
て
、
文
化
を
創
り
、
発
信
し
、
国
際
社
会
で
主
導
権
を
握
る

「
攻
め
」の
姿
勢
が
不
可
欠
で
あ
る
。近
年
の
日
米
文
化
教
育
交
流
会

議
（
カ
ル
コ
ン
）
で
も
、
文
化
を
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
と
し
て
消
費
す
る

段
階
か
ら
、
国
際
的
な
規
範
形
成
や
市
場
構
造
そ
の
も
の
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
段
階
へ
と
、
戦
略
的
に
踏
み
出
す
必
要
性
が
繰
り
返
し
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
の
強
化
、多
言
語
化
、国
際
共
同
制
作
は
、

単
な
る
産
業
振
興
策
で
は
な
く
、文
化
の
真
正
性
と
発
信
力
を
高
め
、

国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
語
り
の
主
導
権
を
確
保
す
る
た
め
の
投

資
で
あ
る
。
特
に
多
言
語
化
は
、
文
化
の
受
容
層
を
広
げ
る
だ
け
で

な
く
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
国
際
的
定
着
を
左
右
す
る
決
定
的
要
素
と
な

る
。ま
た
国
際
共
同
制
作
は
、文
化
の
越
境
性
を
高
め
る
と
同
時
に
、

価
値
観
の
共
有
や
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
促
し
、
文
化
外
交

の
新
た
な
基
盤
と
な
る
。
こ
う
し
た
攻
め
の
文
化
戦
略
こ
そ
、
日
本

の
存
在
感
を
高
め
る
最
も
持
続
的
な
投
資
と
な
る
。

文
化
安
全
保
障
を
実
効
的
な
国
家
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
る
に

は
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
強
靭
な
国
内
体
制
と
国
際
規
範
へ
の
関

与
が
不
可
欠
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の
３
点
が
重
要
と
な
る
。

（
１
）
文
化
デ
ー
タ
の
保
全
と
真
正
性
の
担
保

文
化
財
・
文
化
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
は
急
務
で
あ

る
が
、
現
状
で
は
所
管
省
庁
・
自
治
体
・
民
間
企
業
の
取
り
組
み
が

縦
割
り
の
ま
ま
並
存
し
、
統
一
的
な
基
準
が
な
い
。
Ａ
Ｉ
時
代
に
お

い
て
文
化
の
「
原
本
」
を
守
る
こ
と
は
、
国
家
の
記
憶
と
文
化
的
主

権
を
維
持
す
る
う
え
で
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
は
改
ざ
ん
検
知
技
術

や
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
加
え
、
国
際
的
な
企
業
連
合
が
主
導
す
る

Ｃ
２
Ｐ
Ａ（Coalition for Content Provenance and A

uthen-
ticity

）
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
真
正
性
の
適
合
性
認
証
制
度
を
活
用

し
、
文
化
デ
ー
タ
の
信
頼
性
を
国
際
的
に
担
保
す
る
仕
組
み
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｃ
２
Ｐ
Ａ
は
政
府
間
標
準
で
は
な
い
が
、
Ｇ
７

や
経
済
協
力
開
発
機
構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）、ユ
ネ
ス
コ
な
ど
国
際
機
関
の

公
式
文
書
で
も
代
表
的
な
取
り
組
み
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
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文
化
デ
ー
タ
の
国
際
的
流
通
が
加
速
す
る
中
で
、
こ
う
し
た
分
野

に
戦
略
的
に
取
り
組
む
べ
く
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
司
令
塔
を
含
む

国
内
体
制
を
整
備
し
、
文
化
デ
ー
タ
の
真
正
性
を
担
保
す
る
仕
組
み

を
文
化
安
全
保
障
の
根
幹
を
支
え
る
国
家
的
基
盤
と
し
て
位
置
づ
け

る
必
要
が
あ
る
。

（
２
）
ク
リ
エ
イ
タ
ー
支
援
と
技
術
基
盤
の
強
化

ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
国
際
展
開
を
支
え
る
知
財
保
護
、
多
言
語
化
、

契
約
支
援
と
い
っ
た
「
実
務
的
基
盤
」
の
整
備
も
課
題
で
あ
る
。
生

成
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
い
て
は
、
著
作
権
処
理
や
国
際
契
約
の
標
準
化
、

Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
安
全
に
試
せ
る
研
究
開
発
環
境
な
ど
、
創
造
力
を
支

え
る
制
度
的
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
中
小
ス
タ
ジ
オ
が
国
際
市
場
で
競
争
力
を
発
揮

す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
努
力
に
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
国
家
と
し

て
知
財
・
翻
訳
・
契
約
の
３
領
域
を
横
断
的
に
支
援
す
る
仕
組
み
を

整
え
る
必
要
が
あ
る
。
文
化
産
業
を
「
攻
め
の
産
業
」
と
位
置
づ
け

る
な
ら
、
こ
う
し
た
国
内
の
基
盤
整
備
は
最
優
先
課
題
の
一
つ
と
な

る
。

（
３
）
国
際
的
規
範
形
成
に
関
与
す
る
外
交

生
成
Ａ
Ｉ
時
代
の
文
化
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
、
国
内
対
策
だ
け
で
は

成
立
し
な
い
。
文
化
デ
ー
タ
の
国
境
を
越
え
た
流
通
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ

競
争
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
文
化
改
変
の
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
に
は
、
日
本

が
国
際
社
会
の
制
度
設
計
や
文
化
デ
ー
タ
の
扱
い
に
関
す
る
規
範
形

成
を
主
導
し
、
文
化
安
全
保
障
の
核
心
領
域
で
主
導
権
を
握
る
体
制

を
目
指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後
は
、
ユ
ネ
ス
コ
や
広
島
Ａ
Ｉ

プ
ロ
セ
ス
を
戦
略
的
に
活
用
し
、
文
化
デ
ー
タ
の
真
正
性
や
Ａ
Ｉ
時

代
の
文
化
的
権
利
と
い
っ
た
論
点
に
対
し
て
、
日
本
が
国
際
的
規
範

形
成
の
前
線
に
立
つ
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
文
化
紹
介
や
交
流
事
業
に
重
点
を
置
い
て
き
た
日
本
の

文
化
外
交
は
、
今
後
は
デ
ジ
タ
ル
文
化
資
源
の
保
全
や
真
正
性
の
国

際
基
準
づ
く
り
と
い
っ
た
文
化
を
通
じ
た
国
際
秩
序
の
形
成
に
関
与

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
文
化
安
全
保
障
戦
略
の
中

核
を
成
す
も
の
で
あ
る
。

ユ
ネ
ス
コ
75
周
年
を
「
文
化
安
全
保
障
元
年
」
に

文
化
は
国
家
の
尊
厳
を
守
る
精
神
的
基
盤
で
あ
り
、
同
時
に
国
際

社
会
の
信
頼
を
形
成
す
る
戦
略
資
源
で
も
あ
る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦

と
生
成
Ａ
Ｉ
が
も
た
ら
す
新
た
な
脅
威
に
備
え
る
た
め
に
は
、
文
化

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
国
家
戦
略
を
早
急
に
構
築
す
る
こ
と
が

不
可
欠
だ
。
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
75
周
年
こ
そ
文
化
安
全
保
障
を
国
家
戦

略
の
中
心
に
据
え
る
べ
き
そ
の
時
で
あ
る
。


